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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 22日 (2006.5.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 支 持 体 上 に 無 色 な い し 淡 色 の 電 子 供 与 性 染 料 前 駆 体 と 、 加 熱 後 の 冷 却 速 度 の 違 い に よ り
該 染 料 前 駆 体 に 可 逆 的 な 色 調 変 化 を 生 じ せ し め る 可 逆 性 顕 色 剤 、 及 び 消 色 促 進 剤 と を 含 有
す る 可 逆 性 感 熱 記 録 材 料 に お い て 、 該 消 色 促 進 剤 が

可 逆 性 感 熱 記 録 材 料 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　 （ 式 １ 中 、 ｎ は １ ～ ２ の 整 数 を 表 す 。 Ｒ 1 及 び Ｒ 2 は 二 価 の 炭 化 水 素 基 を 表 す 。 Ｘ 1 は ヘ
テ ロ 原 子 を 含 む 二 価 の 連 結 基 を 表 し 、 Ｘ 2 は ヘ テ ロ 原 子 を 含 む 一 価 の 連 結 基 を 表 す 。 ）
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 化 ２ 】
　
　
　
　
　

下 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 で
あ り 、 こ の 化 合 物 を 少 な く と も １ 種 用 い る 事 を 特 徴 と す る

前 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 消 色 促 進 剤 の Ｘ 2 が ア ミ ド （ － Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ 2 ） 、 尿 素 （ － Ｎ Ｈ
Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ 2 ） 、 ア シ ル ヒ ド ラ ジ ド （ － Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ Ｎ Ｈ 2 ） 、 シ ュ ウ 酸 ジ ア ミ ド （ － Ｎ Ｈ Ｃ Ｏ Ｃ
Ｏ Ｎ Ｈ 2 ） か ら 選 ば れ る 一 価 の 基 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 可 逆 性 感 熱 記 録
材 料 。

前 記 可 逆 性 顕 色 剤 が 下 記 一 般 式 （ ２ ） で 表 さ れ る 化 合 物 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は ２ に 記 載 の 可 逆 性 感 熱 記 録 材 料 。



　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 即 ち 、 上 記 課 題 に 対 し て 支 持 体 上 に 無 色 な い し 淡 色 の 電 子 供 与 性 染 料 前 駆 体 と 、 加
熱 後 の 冷 却 速 度 の 違 い に よ り 該 染 料 前 駆 体 に 可 逆 的 な 色 調 変 化 を 生 じ せ し め る 可 逆 性 顕 色
剤 、 及 び 消 色 促 進 剤 と を 含 有 す る 可 逆 性 感 熱 記 録 材 料 に お い て 、 該 消 色 促 進 剤 が 分 子 内 の
炭 化 水 素 基 中 に 不 飽 和 結 合 を 少 な く と も １ つ 持 つ 化 合 物 で あ る 事 を 特 徴 と す る 可 逆 性 感 熱
記 録 材 料 」 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 に 対 し て 前 記 消 色 促 進 剤 の 不 飽 和 結 合 が 末 端 二 重 結 合 で あ る 事 を 特
徴 と す 逆 性 感 熱 記 録 材 料 」 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 に 対 し て 、 本 発 明 の

消 色 促
進 剤 が 下 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 化 合 物 で あ り 、 こ の 化 合 物 を 少 な く と も １ 種 用 い る 事
を 特 徴 と す 逆 性 感 熱 記 録 材 料 」 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 に 対 し て 、 本 発 明 の 「 前 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 消 色 促 進 剤 の
Ｘ 2 が ア ミ ド （ － Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ 2 ） 、 尿 素 （ － Ｎ Ｈ Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ 2 ） 、 ア シ ル ヒ ド ラ ジ ド （ － Ｃ Ｏ Ｎ
Ｈ Ｎ Ｈ 2 ） 、 シ ュ ウ 酸 ジ ア ミ ド （ － Ｎ Ｈ Ｃ Ｏ Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ 2 ） か ら 選 ば れ る 一 価 の 基 で あ る 事 を
特 徴 と す る 前 記 第 （ １ ） 記 載 の 可 逆 性 感 熱 記 録 材 料 」 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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（ 式 ２ 中 、 ｍ は ０ ～ ２ の 整 数 を 表 す 。 Ｒ 3 は 単 結 合 、 ま た は 二 価 の 炭 化 水 素 基 を 表 す 。
Ｒ 4 は 二 価 の 炭 化 水 素 基 を 表 す 。 Ｒ 5 は 一 価 の 炭 化 水 素 基 を 表 す 。 Ｘ 3 及 び Ｘ 4 は ヘ テ ロ 原 子
含 む 二 価 の 連 結 基 を 表 す 。 ）

前 記 一 般 式 （ ２ ） で 表 さ れ る 可 逆 性 顕 色 剤 の Ｒ 5 が 末 端 二 重 結 合 を 有 す る 脂 肪 族 炭 化 水
素 基 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 可 逆 性 感 熱 記 録 材 料 。

、 「

、 「
る 可

（ １ ） 「 支 持 体 上 に 無 色 な い し 淡 色 の 電 子 供 与 性 染
料 前 駆 体 と 、 加 熱 後 の 冷 却 速 度 の 違 い に よ り 該 染 料 前 駆 体 に 可 逆 的 な 色 調 変 化 を 生 じ せ し
め る 可 逆 性 顕 色 剤 、 及 び 消 色 促 進 剤 と を 含 有 す る 可 逆 性 感 熱 記 録 材 料 に お い て 、 該

る 可

（ ２ ）

項 に



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 に 対 し て 、 本 発 明 の 「 前 記 可 逆 性 顕 色 剤 が 下 記 一 般 式 （ ２ ） で 表
さ れ る 化 合 物 で あ る 事 を 特 徴 と す る 前 記 第 （ １ ） 項 第 項 の 何 れ か に 記 載 の 可
逆 性 感 熱 記 録 材 料 」 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 に 対 し て 、 本 発 明 の 「 前 記 一 般 式 （ ２ ） で 表 さ れ る 可 逆 性 顕 色 剤
の Ｒ 5 が 末 端 二 重 結 合 を 有 す る 脂 肪 族 炭 化 水 素 基 で あ る 事 を 特 徴 と す る 前 記 第 項 に
記 載 の 可 逆 性 感 熱 記 録 材 料 」 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
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（ ３ ）
ま た は （ ２ ）

（ ４ ）
（ ３ ）
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